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編集者から、ひとこと
　NAワールドコンベンション [WCNA] が開催される年の「ワールド ユニテ
ィ デイ」は、コンベンションの出席者たちと、電話回線やインターネットに
よって参加する世界中のNAメンバーたちとが、ひとつになって祝うイベント
だ。それに対して、WCNAが開かれない年の「ユニティデイ」には、実にさ
まざまな祝い方がある。「ユニティデイ」に関するイベントを行うグループ
やサービス機関もあれば、一体性をテーマにするミーティングもあるし、あ
るいはまたハイヤーパワーとの静かなひとときを過ごすメンバーたちもい
る。そうして、それぞれに世界中の仲間とどこかでつながっている。９月２
日には、みなさんがどのように「ユニティデイ」を祝うのであれ、「平安の
祈り」をとなえながらNAがひとつになってあふれる愛と前向きなエネルギ
ーをわかちあうさいには、みなさんの存在が「実感」できるだろう。（今月
号に掲載されている「ユニティデイ」のチラシを、みなさんのNAにいる仲
間たちとチェックしておくといいだろう）
　さて、わかちあうといえば・・・ NA Wayマガジンは、みなさんの回復
をつづる雑誌であることをお忘れなく。みなさんは文章にしたり、アート作
品にしたりと、いろんなやり方で自分の経験と力と希望をわかちあうことに
よって、回復の道を歩む仲間たちの手助けができるのだ。それはミーティン
グでのわかちあいや、スポンサーシップや、サービスに関わることと、なん
ら変りがない。Eメールによる投稿は、電子文書（doc/docx, rtf, jpeg, pdf
など）にしてnaway@na.org へ送信。ファクスの宛先は、NA Way Maga-
zine,  818/700/700。郵送の宛先は、NA Way Magazine, PO Box 9999, 
Van Nuys, CA 91409となっている。自分に与えられたものを、仲間たちと
わかちあおう！

ド・J （エディター）

表紙写真：アイルランド リージョン

 「2016年 ミッドサマー・キャンプアウト」（真夏のキャンプ）によるアート作品

世界中で
読まれている
NAの定期刊行

　NA Way マガジン では、読者のみなさんが参加される
のをお待ちしている。この年に４回発行される定期刊行物に
よって、ぜひ、世界中の仲間たちと分かち合いをしていただ
きたい。回復するなかでの経験はもちろんのこと、NAのさ
まざまなことに関する意見や、これからの課題などについて
も投稿をお待ちしている。ただし、投稿された原稿はどれも
みな、ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社に所
有権があるものとされる。購読の予約、編集に対する意見の
ほか、著作権など実務的なことでの相談は、PO BOX 9999, 
Van Nuys, CA 91409-9099 にお問い合わせいただきたい。

　NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞれに自分
で経験したことや自分なりの意見を紹介する雑誌である。
ここにはNA全体の意見は表明されていない。そしてもち
ろん、ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジンま
たはナルコティクス アノニマス ワールドサービス社によ
って支持されていると受け取れるような記事も掲載されて
はいない。また、インターネットからNA Way マガジンを
配信することを希望する場合には、上記のアドレスに手紙
をいただくか、naway@na.orgにeメールをいただきたい。

　NA Way マガジン（The NA Way Magazine： ISSN 
1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナルコティク
ス アノニマス（Narcotics Anonymous）、この３つは、
ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社のトレード
マークとして商標登録されている。NA Way マガジン は、
ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社（19737 
Nordhoff Place, Chatsworth, CA 91311）によって、年
に４回発行される。

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメン
バーのための雑誌であるため、英語、ペルシャ語、フラン
ス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語など、さまざ
まな言語で出版されている。そしてこの雑誌の使命は、ひ
とりひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を提
供することであり、そこには回復にまつわる喜びだけでな
く、現在NAで問題となっていることや世界中のNAメンバ
ーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げ
ている。編集スタッフはこのような使命に従い、世界中の
メンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記事を書い
て、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、
現在行われているサービスやコンベンションに関する情報
を提供することにも力を注いでいる。だが、これが定期的
にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、『ア
ディクトであれば、どんなアディクトであっても、薬物を
使うのをやめることができ、使いたいという欲求も消え、
新しい生き方を見いだすことができる』というNAの回復の
メッセージをたたえることにこそ力を注ぐ

NA World Services, Inc.
PO Box 9999

Van Nuys, CA 91409 USA
Telephone: (818) 773-9999 

Fax: (818) 700-0700
Website: www.na.org

電子版はここをクリックすると追加のコンテンツを見られます

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載さ
れた記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問
題についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送っ
ていただきたい。250字以内にまとまっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載
されることになっている。お便りには、本名、現在使われている住所および電話番
号を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、アノニマスでという希望が
ないかぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/naway/en/NAWay_Apr17_photocollage.pdf
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しっかりした土台
　ナルコティクス アノニマスにつながって10年以上の経験があっても、おれの日常はほんの一瞬
でぐらついてしまった。バイクに乗っていて車にはねられたのだ。ある瞬間まで、おれは回復の道
を歩む元気なアディクトで、人生をめいっぱい楽しみながらバイクを走らせていた。そこへいきな
り、「ドカン！」ときた。外科病棟で16時間を過ごしたのち、家に帰されたが、骨盤骨折により立
って歩くことができなくなっていた。バイクで走り回る生活から、車椅子に乗ってウロウロする生
活になったというわけだ。一瞬にして、人生が様変わりしてしまった。そんなことが、世間ではよ
くあるらしい。回復の道を歩むアディクトや、おれの知り合いにも、同じような境遇の人がいる。
だが、もう他人ごとではないのだ。ナルコティクス アノニマスがあってよかった。
　初めてNAにたどり着いたとき、おれはそれこそもう必死だった。まさに、どんなことでもやっ
てやろうという気になっていた。それまでだって、麻薬を手に入れるためなら何だってやろうとし
てきたんだからな。そうして回復の道を歩み始めたおれにとっては、あの絶望という贈り物をやる
気と広い心と正直さに変えていくことが重要だった。おれは敗北を認め、やる気を持って、未知の
スピリチュアルな旅に出た。そしてみんなにならい、ホームグループに入ってサービスにかかわっ
た。スポンサーができてステップに取り組んでいき、スピリチュアルな原理について学びながら、
それを日々の生活でせいいっぱい実践するように努めた。
　当時は、回復の道を歩んでいても、何が起きているのかわかっていなかった。それも今なら、わ
かる。おれは、人生と向き合うためにしっかりした土台を築きつつあったのだ。クリーンであろう
となかろうと、おれたちは人生の荒波にもまれ、何度となく災難にみまわれ、山あり谷ありの日々
を生きていくことに変わりはない。これまでには、せっせとミーティングに通うのが同じことの繰
り返しで、新鮮味に欠け、退屈に思えることもたびたびあった。それでも、とにかく足を運ぶって
ことが忍耐というものだとわかった。おれはアディクションという病気にかかっているんだから、
回復の道を歩むしかない。だれも、おれの代わりに回復してくれるわけじゃないんだということを
学んだのだ。
　事故による動揺が収まってからも、おれには歩けなくなってしまった自分がどう生きていくのか

という問題が残されてい
た。現実をありのままに
受け入れなければならない
し、必要とあらば降伏もせ
ざるをえない。こうなった
ら、自分の理解する神とこ
のプログラムを信じてお任
せするしかない。何があろ
うと、NAのスピリチュア
ルな原理によって乗り越
えられないことなどないの
だ。おれは、ナルコティク
ス アノニマスと仲間のみ
んなを裏切りたくない。だ
から、今回のことも尊厳を
もって乗り越えられるさ。
そして、乗り越えたとして
も、それを自分の手柄にし
たりはしないと約束する（
まぁ、ちょっとは自慢する
かもな）。
ジェイ・W（アメリカ合衆

国／カリフォルニア）

特集

http://www.na.org/subscribe
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ベーシック・キャプション・コンテスト
ここに、みなさんがNA Ｗayマガジンに参加できる新企画をご用

意しました。左にあるコミック［漫画］のキャプション［短い説明
文］を書いて送っていただくだけで、そのままキャプション・コン
テストに参加できてしまうのです。みなさんのキャプションから傑
作と思えるもの（1点とは限らないかもしれません）を選んで、次回
のNA Ｗayマガジンに掲載させていただきます。そうやってNA Ｗay
に名前が載るというのも、なかなかいいものでしょう。 　申し込み
は、Eメールで受けつけています。宛先は naway@na.org。件名は
「ベーシック・キャプション・コンテスト」とし、本文には名前と
住所を必ず記入するようにお願いします。

第１回 エスペランサ コンベンション（アメリカ合
衆国テキサス州サンアントニオで開催）
写真撮影者： ギルバート・L（アメリカ合衆国／
テキサス）

　世界各地のNAのニューズレター委員会には、それぞれの
ニューズレターの郵送先リストに『NA Wayマガジン』を
加えていただくか、それぞれの最新号を送っていただくよ
うにお願いしました。ご協力いただいたみなさんには感謝
いたします。今ならまだ間に合うので、ニューズレター特
集号に掲載する資料（記事やアート作品など）があれば、
ぜひお寄せください。記事の掲載にあたっては、出典のニ
ーズレター名を明記するほか、（URLがある場合には）イ
ンターネット版の『NA Way マガジン』によってみなさん
のサービス機関やニューズレターのWebページにリンクで
きるようにいたします。
　そのほかにも、みなさんにはニューズレターのガイドラ
インも送っていただくようにお願いしました。すでに送ら
れてきたものについては、www.na.org/localresources に
ある「ローカルサービスリゾース」というページ* にアップ
ロードされています。今ならまだ間に合うので、naway@
na.org　へみなさんのガイドラインをお寄せください。世界
中のニューズレターによるサービスの取り組みに、みなさん
のガイドラインを活用してもらいましょう。
　ご協力をお願いします。

*このページに掲載される資料は、世界各地のサービス機関
によって作成されたものです。（特に明記されていない限
り）NAワールドサービスまたはワールドサービスカンファレ
ンスによって承認または提携されたものではありません。ほ
かにも共有すべきサービスの資料があれば、fsmail@na,org 
までお寄せください。

NA Wayニューズレター特集号

まもなく
発行！

日程を押さえておこう！
2018年８月30日〜９月２日

アメリカ合衆国
フロリダ州オーランド

詳細は、18ページをご覧ください

WCNA 37
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e-subscribe to The NA Way & other NAWS periodicals at www.na.org/subscribe  54    The NA Way Magazine – July 2017

ステップ３の
厄介なところ

　２〜３年前に、わたしは再びステップ３について書き始めた。自分が生きるうえ
で、無力さや思うようにならないことがどうしても受け入れられずにいる部分があ
って、またもや降参する羽目になったのだ。ありがたいことに、解決策はどこに
あるのかわかっている。ステップ３は、わたしのお気に入りのステップのひと
つだ。ステップ３について書いてから実践すれば、希望にみたされる。そうで
なくちゃいけない。だから、ステップ１と２について書き終えると、わたしは
ものすごい意気込みでステップ３に取り掛かった。
　それなのに、何週間かして立ち往生してしまった。わけがわからなかった。
「わたしには、ステップ３がぜんぜん入ってない」ということをめぐって、
スポンサーとひんぱんに会話が交わされることになった。わたしは、わかっ
ていて当然のような質問にもうまく答えることができなかった。ステップ３
で自分の意志といのちをハイヤーパワーの配慮にゆだねればよいことがある
はずなのに、今回はちっともよくなっているという気がしなくてイライラし
た。神は、わたしの意志といのちをどうやって大事にするつもりなのか。わ
たしには理解できなかった。それでも書くことをやめず、ステップ３が入る
ように祈りなさい、とスポンサーから提案された。自分のなかの変わるべき
ものは何であろうと変えてくださいと神に願うことで、ステップ３が入るか
ら降伏できるし、そうすればふたたび希望がもてるというのだ。スポンサー
にそう言われるまで、わたしはイヤイヤ書いていた。とりあえず手を動かし
ていれば、そのうちに奇跡が起こるだろうと思っていた。そんないいかげん
な書き方をしていたのが、しっかり祈るようになると、何が間違っているのか

ようやくわかった。わたしがステップ３でつまずいたのは、ステップ２が入っ
ていないからだった。

　ステップ２というのは、あっさり済ませてしまいがちなのよね。わたしは回復の
道を歩んで10年が過ぎていたから、信じるようになったという言葉をみてすっかり

その気になってしまった。思いあがりもいいとこで、ハイヤーパワーを信じるように
なったから、もうこれ以上ステップ２に取り組む必要はないと思ってしまったのだ。
　でも、そういうわけにはいかなかった。どのステップもきちんと取り組まなければ
いけないのよ。なかなかうまくいかないステップも、あるいは簡単すぎるステップ
も、飛ばしたりするものじゃない。ステップ２は、私たちが信じるようになったと言
っているのではない。自分を超えた偉大な力が、私たちを正気に戻してくれると信じ
るようになったといっているのだ。わたしはもちろん、ハイヤーパワーによって正気
に戻してもらえるのだとわかっている。これまでにわたしは、薬物を使うことや、浪
費や、性行動からも、そして注目を浴びたいとか肯定してもらいたいという欲求から
も、解放されて正気になることができた。けれども、食べ物にまつわることではどう
してもとらわれてしまい、とても正気ではいられなかった。そうして自分が無力でど
うにもならなくなっていることを理解して、今度こそはと、ステップ３に取り組んだ
のだし、自分の意志といのちを神の配慮に完全にゆだねる気にもなった。それは、自
分の力では変えることができないとわかったからだけど、わたしは前進しようと躍起
になっていたため、食べ物に関することでハイヤーパワーが自分を正気に戻してくれ
ると信じているかどうかということまで気が回らなかったのだ。
　でも、本当のことを言えば、神にはわたしを正気に戻してくれる力があると信じて
いながらも、自分にはそうしてもらうだけの価値がないと思い込んでいたの。わたし
はいまだに、完全な正気にというものに心底からありがたみを感じられない。それが
自分の望むものだとは、どうも言い切れないところがわたしにはある。それは、わた
したちの多くが回復の道を歩みだしたころによくやる先延ばしのようなもの。混乱や
ゴタゴタやバカ騒ぎがなくなったら、退屈してしまうというわけだ。それに、先延ば
ししておかないと、わたしはすっかり「癒されて回復してしまう」から、ミーティン
グのなかでだれも共感してくれないかもしれないということもある。
　それでも、自分の理解する神は、わたしに正気と自由を経験させたいと思っている。
そんなことは、わたしだってわかっている。そして、それを阻んでいるのは自分だと
いうことも。つまり、自分は正気と自由を知る価値がないと思い込んでいるから、先
に進めないのだ。それがわかったら、いくらか行動することができた。わたしは何年
にもわたって、このような生き方に値すると自分に言い聞かせながら回復の道を歩ん

わかちあい

http://www.na.org/subscribe


e-subscribe to The NA Way & other NAWS periodicals at www.na.org/subscribe  76    The NA Way Magazine – July 2017

は大人しくして、迎えに来た男とミーテ
ィングに行こう。ミーティングが終わっ
たら、出て行けばいいんだと腹をくくっ
た。それでもいざ迎えの車がくると、そ
わそわしてきた。そして、相手が自己紹
介したとたんに、俺はぶっ飛んだ。「ヤ
ァ、おれはバンっていうんだ」。ミーテ
イィング場に向かう間、俺はずっと笑い
っぱなしだった。
ジム・B（アメリカ合衆国／テキサス）

2009年4月　NA Way Magazineから
転載、

人生という本
のページ

　あたしが小さかった時のことで、母さ
んがこんな話をしてくれた。母さんは、
あたしを躾けようとしてクレヨンを取り
あげたらしい。次の朝、母さんが起こし
にくると、あたしは頑として起きようと
せず、クレヨンがないならベッドから出
たって意味がないと言ったそうだ。子ど
もながらも、１日を乗り越えるには何か
がないとダメだと思っていたわけよね。
それから15年して、薬物があたしのク
レヨンになった。あたしはアディクト
のクリーステーン。
　なぜ、あたしにはクレヨンが「必要」
だったのか？ それなしでは一日を生き
抜く気にならないなんて、どんな役に
立っていたのか？ そうねぇ、絵に色を
塗っていると楽しかったし、みんなに見
せて褒められるとなおうれしかった。い
い子で、才能があって、特別だと言って
もらえることで、欲しがっていたものが
手に入った。あたしは愛されて受け入れ
られているって思えた。価値があると感
じた。でも、クレヨンがないと自分は劣
っていて、空っぽで、価値がないと感じ
た。つまり、あたしはクレヨンを手にし
て色を塗ることで、人生という本のペー
ジに彩りを添えたの。
　あたしはみんなから認めてほしかっ
た。その思いがあまりにも強くて、そ
れがかなうなら、なんでも利用していっ
た。それも、何かが変わるまでのことだ
った。あたしは10代になり、いくつか
間違いを犯した。もはや、親たちはあ

できた。自己憐憫 と自己判断は、わた
しの欠点の最たるもの。わたしは、ひた
すらこの２つの欠点に取り組まなければ
ならない。それには、自分についてある
がままの事実、すなわちわたしは負け犬
でもスーパースターでもないのだという
ことを、自分に言い聞かせるしかない。
年月を経るなかで、わたしは卑屈になら
ないようにするためにいくつかのトリッ
クを身につけ、ステップ2と３を書き直
しながら必死で実践した。そのちがいは
驚くべきものだった。わたしは自分が正
気に値すると素直に思えるようになり、
それによってようやく探し求めていた自
由をみいだした。
　ステップ２は、ひとっ飛びでステップ
３に行けるほど甘くはない。そんなこと
をしたら、わたしは自分に対する責任を
みずから放棄することになってしまう。
うまく飛び越すなんて、「わたしは無力
です。だから、神さま、わたしを治して
ください」というのも同然だ。わたしは
謙虚には生まれついていない。根っか
ら傲慢なのよ。それでも、ステップ２
に敬意を払おうという気持ちが芽生え
た。だって、希望をもたらすことがで
きるのは、ステップ２をおいて他には
ないんだもの。
リーヌ・B（南アフリカ／ダーバン）

神との取引
　俺は入所していたリカバリーハウス
を出て行くつもりだった。仮釈放なし
で7年の懲役をくらうことになるだろう
が、覚悟の上だった。俺は、神と取引
したんだ（神の存在を信じきれないに
しても、神というものを信じるように
はなっていた）。その取引っていうの
は、オフィスまで行ってNAのミーティ
ングに行くためにバンが使えるかどう
か確かめるというものだった。うまくい
く見込みが薄いのは承知で、バンが使え
るようだったら俺はとどまることになる
し、そうでなければ荷物をまとめて出て
行くつもりだった。
　オフィスに着くと、デスクの向こうに
いた男は電話中だった。男は電話を中断
して、何の用だと聞く。俺は、NAのミ
ーティングに出なきゃならないのでバ
ンを使わしてくれないかと頼んだ。ダメ
だねと言われ、すぐさま「ほら、荷造り
だ」と思った。すると、男がちょっと待
ってくれと押しとどめ、「おれが今話し
ている相手は、ミーティングに行くんだ
よ。それでお前さんを迎えに来てくれる
とさ」と言うじゃないか。俺が「いや、
そんなことしてもらわなくても、大丈夫
だから」と断っても、男は「ミーティン
グに出なくちゃならないって言ったじゃ
ないか。奴はもうこっちへ来るよ」と引
き下がらなかった。
　俺はムカついて、どうしていいかわか
らないまま、オフィスの外に立ってい
た。神との取り決めは、バン１台だ。バ
ンがなけりゃ、俺は出て行くんだ。ここ

たしのことをいい子だとは思ってくれ
なかったし、作品が最高の出来栄えで
も昔のようにちやほやしてもらえなく
なった。周囲からこれまで以上に大き
な期待を寄せられ、完璧でなければ応
えようがなかった。あたしは過去の栄
光にしがみつくのをやめ、アディクシ
ョンにのめり込んでいった。そうして
クレヨンから薬物に乗り換え、親たち
より友人に認めてもらうことにした。
　そしてたちまち、ひとをうならせる
ような作品を創りだすよりも、ハイに
なる方がずっと簡単だとわかり、　あ
たしの人生のページは薬物、パーテ
ィ、セックス、お金で埋めつくされ・
・・・・・収拾がつかなくなっていっ
た。デタラメに引かれた線。そこらじ
ゅうにぶちまけられた色。まったく形
をなさないだだのなぐり描きで、とき
には、ページからすっかりはみ出して
しまうこともあった。しっちゃかめっ
ちゃかになっていったけど、そんなこ
とどうでもよかった。あたしのページ
は埋めつくされていたし、それこそが
まさに大事なことだった。
　あたしのページを薬物で彩るのは、
クレヨンのときとは勝手がちがった。
クレヨンは値段も手頃だし、数や種類
も豊富で、いくらでも手に入った。で
も、薬物はすぐになくなってしまう
し、いくら手に入れてもきりがなかっ
た。あたしのクレヨンはどれもみなす
り減って小さくなり、色とりどりの
粒と化していた。そのちびた粒で必死
に色を塗ろうとしたけど、床にこぼれ
落ちてしまい、あたしのページを埋め
るのには使い物にならなかった。明る
いきれいな色がなくなってしまい、残
っているのは黒いクレヨンだけ。使え
るのが黒しかないから、どのページも
真っ黒だった。薬物は効き目がなくな
り、もう人生のページを埋めるために
使うことができなくなってしまった。
　だから使うのをやめようとしたの
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に、やめられなかった。常習になった
ら、なすすべがないと悟った。あたし
は薬物に人生を支配され、クレヨンで
色を塗ることでは助からない。何かない
だろうか。あたしを救ってくれる強力な
もの。あたしの代わりにページを彩って
くれるもの。そして、絶対になくならな
いものが必要だった。その何かとは、愛
と思いやりのある自分より偉大な力であ
り、あたしなりに理解する神だった。あ
たしはナルコティクス アノニマスにつ
ながり、12のステップに取り組むこと
で神をみいだした。あたしが今こうし
て再び人生のページを彩ることができ
るのも、神と12のステップとナルコテ
ィクス アノニマスの仲間たちのおかげ
にほかならない。
　あたしはもう薬物をクレヨンとして使
う必要はない。なぜかといえば、神があ
たしのために選んでくれたものが一式あ
るからで、それは永遠になくならないも
のなのだ。神が選んでくれたものに間違
いはないし、そこにはあたしが知りもし
なかったような色がたくさん揃ってい
る。みんなで力を合わせれば絶妙な彩
りの作品ができるし、神はつねに認めて
くれる。あたしはもう、親たちや、友人
や、ほかの人たちから認めてもらおうと
しなくてもいいのよ。だからって、もう
認めてもらいたい気持ちはないというの
ではない。ただ、今のあたしは、1日を
生き抜くのに認めてもらうことを必要と
はしてないってこと。
　あたしは今、神の導きに従って生きて
いるし、そうなれたのはNAにどっぷり
はまっているから。ナルコティクス ア
ノニマスが約束するのは、一つだけ。
それは『アディクトであれば、どんな
アディクトも、使うのをやめることが
できるし、使いたい欲求がなくなり、新
しい生き方をみいだすことができる』と
いうことで、まさにあたしの身に起きた
ことだから、絶対に嘘じゃない。世の中
には、かつてのあたしのように苦しんで
いる人たちがたくさんいるけれど、みん
な別の生き方ができるのだ。けれども、
それにはナルコティクス アノニマスの
メッセージを受け取る必要があるし、
そうでないと新しい生き方で自分の本
を埋めつくしてみようという気にはな
れないだろう。
　あたしの本にはまだ、あの真っ黒に塗
りつぶされたページがいくらか残ってい
るし、たまに納得がいかないページがで
きてしまうこともあるけど、でも、それ
であたしの本がすばらしさに欠けるとい
うわけじゃない。パラパラページをめく
っていくと、自分の強さを思い出させて
もらえる。今こうして自分が手にしてい
るものと、あの黒く塗りつぶされたペ
ージを比べることで、ちゃんと色が揃
ったクレヨンを使えば、あたしの本が
どれほど美しいものになりえるのかと
実感できるわ。
クリスティーヌ・L（カナダ／アルバ
ータ）

窓越しに
のぞきみる

　わたしは13年にわたってクリーンに
なろうとしました。まぁ、言い換える
なら、13年のあいだ「歩みを止めたま
までいる」ために努力したのです。ミ
ーティングには通っていたけれど、参加
してはいませんでした。何人かスポンサ
ーができても、提案は受け入れませんで
した。各ステップに関する質問にも全部
答えましたが、正直に徹するつもりなど
さらさらなかったのです。「回復者」っ
ぽい人たちとつきあえば自分も「回復す
る」んじゃないかと思い、何人かと関係
をもちました。そして、関係に新鮮味が
なくなると（大抵は１ヶ月ぐらいして）
、自分をクリーンでいさせてくれる次の
関係に移る。ミーティングは恋人を漁る
場でしかありませんでした。祈りはして
も、ハイヤーパワーが語りかける声に耳
を傾けようとしたことなどありません。
場所が変わればわたしのなかにある嵐が
静まるのではないかと思い、ずっとあち
らこちらを転々としました。ミーティン
グに出ても、終わるまであと何分と時間
を数えて座っていました。姿を見てもら
う必要があったし、話を聞いてもらう必
要があったのです。たとえ、事実とは違
っても、わたしがクリーンでスピリチュ
アルな日々を送っていると仲間に知って
もらう必要がありました。

13年のあいだには、薬物を断ってい
る時期が何度かありました。たまにあち
こちで使っては、自力でやめることにな
るのですが、絶対ひとには言いませんで
した。そうかと思うと、リラプスしてす
ぐさま告白することもありました。さも
なければ、ホワイトキータッグをもらう
べきなのに、うまく立ち回って1年のタ
ッグを手にしたこともありました。です
から、わたしはまったく一度も使わずに
10ヶ月以上を過ごしたことがありませ
ん。ハイの状態でホワイトタッグをも
らったことなど、数えたらきりがない
でしょう。わたしはいつもかたくなな
までに意地を張り、心に壁をはりめぐ
らせていたのです。

わたしにはサポートグループがあり
ませんでした。NAの手が差し伸べられ
ていなかったからではなく、わたしが
その手を掴もうとしなかったからです。
積極的に働きかけてくれる仲間が何人か
いましたが、わたしの破滅的な欠点を発
揮するために利用する相手にしかなりま
せんでした。自分より健康的だと思った
人たちに共通点をみいだしても、必ずわ
たしの病気がしゃしゃり出てくるので、
せっかくもちえたそういう人たちとの結
びつきを妨害するのでした。自己欺瞞と
自己中心性と薬物によって、堂々めぐ
りを繰り返すばかりでした。仲間であ
れ、スポンサーであれ、恋人であれ、
わたしはだれに対しても誠実にはなれ

ませんでした。
こうしてまたNAのミーティング場に

戻ってきたのですが、同じことを繰り返
さないためにどうすればいいのか、まっ
たくわかっていませんでした。もう一度
回復の道を歩むことに、ワクワクもしま
せんでした。希望が持てなかったので
す。回復がどういうものかはっきりわ
かっていないのに、助けを求める気に
などなりませんでした。もう２度と使
わないと心が決まってもいませんでし
た。でも、その一方、わたしのスピリチ
ュアルな面ではそんな自分に代わって決
断をしていたのです。わたしは自分の意
に反してものごとを行うようになりまし
た。まさにこれまで散々やっていたこと
ですが、今回は違いがはっきりしていま
した。これまでだったら嘘をついたとこ
ろで、正直になったのです。騙していた
ところで誠実さを実践し、隠れていたと
ころでは光のなかに踏み出したのです。
そして、とりつくろっていたところで、
自分自身に対しても他の人たちに対して
もあるがままでいるようになっていきま
した。かつてはナルコティクス アノニ
マス の愛なる手から逃れていたところ
で、自分がつまずきかけてもその手に
捕まえてもらえるようになりました。

そして、気が乗らなくてもミーティ
ングに行きました。ミーティングが終
わるまでの時間ではなく、始まるまで
の時間を数えるようになったのです。
何があっても席に座っていました。スピ
リチュアルな面でも精神的にもわたしが
欲しいものを持っているスポンサーを見
つけて、一緒にステップに取り組みまし
た。今回は、心を込めて徹底的に取り組
んだのです。ハイヤーパワーの声に耳を
傾けることで、ものごとが違ってみえる
ようになりました。かつてはいろんな違
いがあったのに、もう類似点しかありま
せん。自分が恐れていたところに、落ち
着きがみいだせるようになったのです。

こうして今度こそ本当に、1年のクリ
ーンタイムを祝うことができました。わ
たしには、暗闇で光りを放つキータッグ
を手にするだけの価値がありました。そ
れからもサービスにしっかり関わってス
テップに取り組み続けながら、手を伸ば
し、耳を傾け、祈り、降伏することによ
って、今（2016年６月）ではクリーン
タイムが3年と7ヶ月になったのです。
今のわたしには仲間たちがいるし、わた
し自身もよい仲間になっています。愛さ
れているし、社会でしっかりやっていけ
るようにもなっています。もう、ナルコ
ティクス アノニマスの窓越しに、ほか
の人たちが回復していくのを眺めていな
くてもいいのです。わたしたちは絶対に
回復すると今のわたしにはわかっていま
す。だって、わたしが「わたしたち」に
なったのですからね。

エイミィ・M（アメリカ合衆国／テ
キサス）
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　ＮＡ Ｗａｙでは、世界中のＮＡからミーティング会場やイベントの写真が送
られてくるのをお待ちしています。ただし、集まっているメンバーがどこのだ
れとわかる写真はご遠慮ください。なお、写真には、グループやイベントの名
称、所在地および国名はもちろん、グループやイベントが誕生してどのくらい
経つのか、ミーティングの形式やイベントで大事にしている習慣、ユニークな
点など、グループやイベントの紹介文を添えていただくようにお願いします。
宛先は、naway@na.org となっています。

山上のミーティング
　「アジュダ（ポルトガル語で『助けになる』）グループ」は、毎日ミ
ーティングを開いています。日曜日の午前と、月曜日から金曜日の夜は
クローズドミーティングで、土曜日の夕方５時からはオープンミーティ
ングです。会場があるのは、リオデジャネイロ州のノバ・フリブルゴと
いう都市の中心街。ここは都市といっても、標高840メートル（2800フ
ィート）の森林地帯にあって、気候は涼しいところです。もともとは教
会でミーティングを開いていたのですが、数年前に発生した深刻な災害
で街全体が泥に埋まり、長らく会場にしていた教会が壊れてしまったた
め、商業施設にある建物の部屋を借りるようになったのです。「アジャ
ダグループ」の誕生は1987年の４月９日で、そのときからずっとNAの
文献を使ってNAのメッセージを運んできました。
　誕生して間もないころには、ミーティングを開くのも週に1回きりで、
参加者も多くありませんでした。そのミーティングもあっちで開いたり
こっちで開いたりしていたのですが、会場を１ヶ所に定めるようになっ
て20年以上になります。また、1990年代に入ってメンバーがしっかり
サービスにかかわるようになると、「アジャダグループ」は成長してメ
ンバー数が増えていき、ミーティングも毎週開かれるようになったので
す。現在は、月に一度サービスミーティングを開くことで、グループに
問題が生じてもうまく対処できるし、それがとりもなおさず、グループ
の良心を通したハイヤーパワーの導きによって１２の伝統を守ることに
もなっています。そして毎週のミーティングには、地元のクリニックの
患者や裁判所命令による人たちも参加するようになりました。
　現在、ミーティングの出席者は平均して20人で、新しい仲間が多い
だけでなく、何年にもわたって回復の道を歩むメンバーもたくさんい
ます。クリーンタイムの年数は平均が8年ですが、最長で29年のクリー

ンタイムを持つメンバーもいます。そして、
「アジャダグループ」でメンバーのクリーン
タイムを祝うときには、本人のスポンサーに
司会進行をつとめてもらいます。はじめにス
ポンサーが本人にまつわる話をし、それから
本人の名前を呼んでキータッグかメダリオン
を渡し、本人にわかちあいをお願いするので
す。これはたいてい、オープンミーティング
で行うことになるので、家族を招き、大きな
ケーキを切り分けて、冷たい飲み物やお菓子
が振る舞われます。
カルロス・P（ブラジル／リオデジャネイロ
州）

グループ紹介
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フェローシップ ディベロップメント

東アフリカ
　NAの成長とともに、世界中のアディクトがみな、NAのメッセージを受け取って新しい生き方ができ

る日がくるだろう。このような未来像に向かって、私たちはこれからも歩みを進めていく。NAは、自国を
離れて旅をしたり一時滞在をしたりしているNAメンバーやNAの友人たちによって、新たな地に伝えられ
ることが多い。NAを知ってもらうにはこのような人たちの存在が欠かせないが、しかし、NAが回復のプ
ログラムとして本当に認められるには母国人である地元住民に定着しなければならない。新たな地にNA
が誕生してい く過程では、ミーティングを開いても続かないことがよくある。また、たい

ていはメンバーも少ないし、NAのステップと伝統と概念についてもすぐ
には理解できないため、経験豊かなメンバーと関わってNAが世界中に
広がる集まりであることを知るのが大事になる。これを可能にするた
めに、NAワールドサービスは誕生したばかりのNAに支援や協力を惜
しまない。勉強会を行い、サービスに関する資料と無料もしくは差額

援助による文献を提供し、財政援助を行うなどして、継続的に現
地のメンバーたちと連絡を取り合っている。そして、新
しいNAがしっかりしてきたら、ワールドサービスは必要
に応じて支援を行いつつも一歩退き、新しいNAが自分
たちのペースで成長していくに任せることにしている。
　以上のようなことは、東アフリカのいくつかの国に

も当てはまる。セネガルとカメルーンでは、ミーティング
を開こうといろいろ試みていることがわかっている。そし

て、たまたまEメールによるやりとりから、リベリアでは10年
ほ どにわたってNAが存続してきたという事実を知ることに

なった。今月号では、ガーナとナイジェリアでそれぞれ
NAの誕生と発展に一役買ってきたメンバーによる報告を
紹介しよう。

NAガーナ: 
みんなの経験

　NAの成長とともに、世界中のアディクトがみな、NAのメッセージを受
け取っ　私はこれまでずっと、ものごとを始める手助けをすることに情熱を

燃やしてきた。それは私にとって、アディクションという病気と同じく、生き方の
問 題になっている。与えられた条件がどんなものであろうと、私はみずらの人生を「しっかり生きるこ
と」を目指している。そして、さまざまな困難をとおして自分が学んできたことをわかちあうことにより、
かつて自分が抱えていた問題をほかの人たちが解決するのを手助けする準備ができた。回復の原理によって
役に立とうとすることで私の生き方が変わりつつあり、その途中で私は学び続けている。
　私は仕事柄、病に苦しみながらも適切な治療が受けられないでいる人たちを支援する機会があった。これ
までガーナへは15回以上、ほかのアフリカの国々には20回以上旅をしてきた。その過程で回復を求めてい
るアディクトたちともつながりが生まれ、ガーナのNA誕生にもかかわることができた。そうして20年に及
ぶ年月の間に私が目の当たりにしてきたことの一部を、ここに喜んでわかちあわせていただく。
　2016年10月現在で人口が2600万人を超えるガーナでは、８つのNAミーティングが開かれている。その
１つ目といえるのが、2004年にAAとNAのメンバーたちによって開かれるようになったミーティングであ
る。AAはそれまでにも存在していたが、2004年にNAが誕生したあとに消滅して、再び導入されたと報告
されている。この最初のNAミーティングは、ガーナの大西洋岸の都市アクラにある大学病院のアルコール
解脱病棟で開かれた。これは今でも地元の精神病院で開かれており、ここでは治療も受けられるようにな
っている。このほかにも、リハビリ施設や、ガーナで最大最古となる大学の構内をはじめとして高等教育
の学校でもミーティングが開かれている。
　ガーナ第２の都市であるクマシ（内陸のアシャンティ地方）には２つのミーティングがあり、熱心なガ
ーナのNAメンバーたちによって支えられている。私は最近ガーナを訪れた際に、この熱心なメンバーたち
の一人と一緒に地元のテレビによる広報活動を行なった。また、ケープコーストの沿岸都市にある精神科
病院と教会が運営する中間施設でも、ミーティングが開かれるようになっている。この２つのミーティング
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は参加者が多いが、発展途上のNAの例にもれず、経験豊
かなNAメンバーの支援を必要としている。
　ガーナではアディクションが白い目で見られているた
め、恐れと恥じる気持ちが否認の温床となり、アディク
トの家庭を崩壊させることになる。家族はアディクトが
いることで世間から後ろ指をさされるのを恐れ、家族の
秘密にされたり、家族から見放されたりしてしまうこと
が少なくない。多くの人たちがアディクションを呪いと
考え、薬物使用を心や意志の弱さによるものだと思い込
んでいるのだ。女性の場合にはさらに社会の目が厳しく
なるため、薬物を使うことへの自己嫌悪に家族の罪悪感
と恥じる気持ちが追い打ちをかけ、どうしても孤立せざ
るを得なくなる。そうして、女性のアディクトの多くが
孤独にひっそりと死んでいく。NAのミーティングにた
どりつくまでに至らないのだ。
　12ステップ プ
ログラムの趣旨
に関して、ガー
ナでは（もちろ
ん、世界中のNA
では珍しいこと
ではないが）一
般社会に多くの
混乱がみられる。たとえば、12ステップ プログラムで
はどのような宗教も支持せず、どの宗教の信者でも宗教
的な背景がない人々でも歓迎するといっても、12ステ
ップ プログラムを宗教的な教義と受け止めている人が
少なくない。それでも行政は１２ステップの示す考え方
を理解しつつあるが、だからこそ、行政機関をはじめと
して、学校、信仰に基づく団体、司法や矯正制度に関わ
る機関、ビジネス業界など、まだ苦しんでいるアディク
トがNAにつながる助けになりそうな機関には一つ残らず
NAに関する情報を伝えていく必要がある。そのために、

先頭に立ってNAのシンプルなメッセージを運ぼうとして
いるメンバーたちが、ガーナにはいる。そうやって希望
の炎を燃やしつづけているのだ。
　そして2016年の9月24日には、薬物使用の広がりに対
する意識を高めるとともにアディクションからの回復が
可能であるということを示ため、ガーナで2回目となる
「リカバリーウォーク」が開催された。このイベントは
150〜200人の参加者を得て、ラジオやテレビ局のイン
タビューや回復に関するさまざまな寸劇によって幕を閉
じた。地域社会に根ざすさまざまな団体が多数参加し、
なかにはアディクトではない地域の支援者もいたが、大
半は回復の道を歩む者だった。こうして、回復を求める
アディクトの数が増えていることと、ガーナに希望が芽
生えつつあることが示されたのだ。
　ガーナによる取り組みを支える力になっているの
は、NAのアフリカン ゾーナルフォーラム（AZF）であ
る。ガーナはAZFのメンバーになることで、ゾーンによ
って育まれる他のアフリカの国々との関係から恩恵を受
けつつある。AZFは、2013年の5月にタンザニアのダル
エスサラームで結成されたのだが、これはNAワールド
サービスの手助けがあってのことだった。アフリカ諸国
の間で関係を築くためにNAWSの援助を求めているアフ
リカのメンバーたちに応えて、NAワールドサービスが
アフリカの11の国々にあるNAのメンバーたちを結集さ
せてくれたのだ。それ以来、ワールドサービスでは、年
1回のAZFの会議でもまとめ役や資金援助を行ったりし
て、アフリカの各リージョンが協力しあってAZFとアフ
リカ大陸のNAの成長を促し維持できるように、何かと
力になってきた。
　このようなフェローシップディベロップメントによる
取り組みでは、NAの文献をはじめ、ラーニングデイや
サービスのイベントに用いる教材や、経済的な援助のほ
か、個別にそれぞれの国とのやりとりを続けていくこと
など、NAWSは支援や資料の提供を惜しまない。アフ
リカの国々がここに記した予備的な努力を重ねるにつれ
て、NAWSは必要に応じて継続的な支援を提供する。サ
ービスカンファレンスやラーニングデイの継続的な開催
によって、現地のメンバーたちはNAのステップと伝統
と概念について継続的に学ぶことができ、そうして学ん
だことをそれぞれのNAにいる他のメンバーたちに伝え
ていくことになるのだ。
　今の私は、世の中という大きな仕組みのなかで生き
られるようになっているが、だからといって自分ひと

りでは回復しな
い。NAがあるか
ら回復が夢では
なくなるのだ。
自分ひとりの力
ではアディクシ
ョンという病気
に太刀打ちでき
なくでも、NAに

つながって仲間と力を合わせればなんとかなるとわかる
のだ。もし、自分の住む地域にミーティングがたくさん
あってスポンサーがすぐみつかるなら、それだけでもう

アフリカンゾーナルフォーラム:
エチオピア、ガーナ、ケニヤ、レソト、リベリア、ナミビア、
ナイジェリア、ルワンダ、南アフリカ、タンザニア、ウガンダ、ザンジバル、
ジンバブエ

自分ひとりの力では太刀打ち
できなくでも、
NAにつながって仲間と力を
合わせれば
なんとかなるとわかるのだ。

第１回NAラーニングデイ（ナイジェリア／ボング郡）

行政は
１２ステップの示す

考え方を
理解しつつあるが・・・
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感謝するしかない。そんなところは、世界中でもそう多
くはないのだ。どんなこともステップに取り組むチャン
スにすれば、心の落ち着きと、生きる目的と、充足がも
たらされるのだと、身をもって示すことができる。そう
やって回復の道を歩むことで新しい生き方ができるよう
にしてくれた仲間たちの力に、私は感謝している。
　これまでに仲間の経験が集積されたことと、プログラ
ムのスピリチュアルな原理によって、NAは回復の道を
歩むアディクトたちによる世界的な集まりになった。こ
の記事が、それを実感させるものになれば幸いだ。私は
2017年の9月にガーナに戻るつもりだが、この記事を読
むみなさんがこれからガーナの「仲間たち」を祈りによ
って応援してくれるようになればと願っている。
モーリス・G（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

・・・そして
ナイジェリアの責任

僕のスポンサーはかつて、責任という原理が自分の回
復においてどれほど不可欠なものであるかという話をし
て、自分の人生で大事な関係を深めるのになくてはなら
ないものだと言っていました。そして今、この責任とい
う原理が、ナイジェリアのNAの発展にとってどのよう
に不可欠なのかということを、僕たちはリージョンとし
て学びつつあるのでしょう。昨年、僕は胸を躍らせなが
ら、ナイジェリアで目の当たりにしているNAの成長に
ついて書かせてもらいました。ザリアでも、アブジャで
も、ミーティングが次々と開かれるようになり、ラゴス
グループも活気を取り戻しつつあり、ワースドサービス
から文献の箱がいくつも届いたことで僕たちは希望に満
たされたとお伝えしました。

それが、時間の経過とともにいろいろと困難なこと
が生じてきたのです。僕たちは、ザリアグループがあっ
という間に成長して、エリア内にグループが続々と誕生
していくものと思っていました。しかし、それは裏目に
出ました。アブジャでは、２つのグループが市内の異な
る会場で定期的にミーティングを開いていることでいく
らか成長がみられていたのですが、そのうちにメンバー
数が徐々に減少していき、２つのグループは合併してひ
とつになってしまったのです。また、カドゥナでもやは
り、さまざまな困難が生じていました。H&Iのグループ
である「DATERグループ」は、矯正に関する方針がい
くつか改められたことによって悪影響を受けました。

そういえば、スポンサーは責任について話すなかで「
何もかもうまくいかないときだけでなく、ものごとがあ
るべき道筋にそって進まないときにも、責任をまっとう
するという原理を実践する必要があるのだ」と言ってい
ました。僕たちは、そのことを実地で学んだのです。こ
のような時期に、ソーシャルメディアのアプリを利用し
ているチャットグループ（クローズドミーティングの場
として機能している）が広範囲で活発になってきたので
す。このため、物理的なグループのミーティング数は減
少したとしても、メンバーたちは相変わらずしっかり経
験と希望と力をわかちあいながらクリーンタイムを祝っ
ていたわけです。僕は、『今日だけ』の日々の黙想にあ

るわかちあいで気づかされることに慣れてきました。ラ
ゴスグループではこれまでに何度か、やる気のあるメン
バーがある程度そろったときに即興で会場を用意してミ
ーティングを開くことができましたが、グループのメン
バーたちに言わせると、何年も前から計画されていたと
してもこうはうまくはいかななかっただろうということ
です。

そして、僕たちは知恵をしぼり、ナイジェリアのNA
が所有するNA文献をメンバーたちに利用してもらえるよ
うにすれば、それが同時にフェローシップディベロップ
メントにも役立つのではないかと考えたのです。アブジ
ャとカドゥナには現在、それぞれのグループの図書館が
あり、そこにはナイジェリアのNAが所有するNA文献が
何冊も保管されています。それぞれのグループには責任
を持って管理する司書がいるので、メンバーたちによる
貸し出しと返却が滞りなくきちんと行われるようになっ
ています。それと、最近カノやビニンのような町に引っ
越したことでグループの設立に積極的に取り組んでいる
メンバーたちには、文献を一式のほかに、グループ・ス
ターター・パック（グループを始めるための資料）が進
呈されています。また、スポンサーと一緒にステップ１
について書き終えて回復の道を歩むようになったら、だ

れかのスポンサー
をさせてもらおう
と考えているメン
バーであれば、パ
ーソナル・スター
ター・パック（『
ベーシックテキス
ト』、『なぜ ど
のように効果があ

るのか』、『NAのステップワーキングガイド』）を自
分用に望んでもおかしくないでしょう。

さらに、これまでの経験から、まだNAにつながって
いない仲間たちに手を差し伸べることが極めて重要で
あるとわかりました。つまり、みんなで黙祷を捧げて
おしまいにしてはいけないということです。このため、
僕たちはナイジェリアで第一号となるアウトリーチ委員
会を設立しました。携帯電話の情報回線を購入して（こ
れによって、問い合わせてきた人に最寄りのミーティン
グ会場の案内を提供できる）、私たちの連絡先を載せた
チラシを何種類か印刷してメトロポリス全域で配布した
のです。

ナイジェリアでNAが広がって発展していくという希
望には、回復のメッセージを運ぶことに対する責任をつ
け加える必要があることを、僕らは学びつつあります。

ジョセフ・I（ナイジェリア）

フェローシップディベロップメントは
ガーナやナイジェリアのほかにも、世界中で行われています。

この取り組みを支援する方法を詳しく知るには、
NAワールドサービスworldboard@na.org にご連絡ください。

・・・知恵を絞り、
NA文献をメンバーたちに
利用してもらえるようにす
れば・・・
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バーチャルなミーティ
ングで、リアルな回復
　わたしは仕事で小さな町に行きました。着いたのは遅い時間
でしたが、ミーティングには出ないと、と思いました。どうし
てもというほどではなかったけれど、自分の回復に取り組んで
いなければリラプスすることになるからです。インターネット
でミーティングリストを調べたら、そのあたりにはミーティン
グがありませんでした。隣の町まで行くにしても、レンターカ
ーを借りていなかったし。仕方なく、自分のウェブカメラを起
動してオンラインのビデオチャットによるNAミーティングに
参加したのです。みんなで「平安の祈り」を唱え、おなじみ
のリージングカードを読みあげ、ミーティングが感謝の言葉
で締めくくられると、わたしは心穏やかで安心感を覚えまし
た。わたしのいた地域は真夜中でしたが、現地時間もまちま
ちな世界各地から大勢の人たちが参加してわかちあっていた
のです。回復は、みずから求める者には必ずもたらされるの
だと実感しました。
　テクノロジーによって恩恵を受けるアディクトは、わたしだ
けでありません。ここ3年の間、わたしはインターネットや携
帯電話などさまざまなテクノロジーを利用することについて、
回復の道を歩む人たちと話をしてきました。そのさいにはテク
ノロジーの使い道や、利用して不安や懸念に思うこと、そして
この先どうなっていくと思うかと、たずねました。テクノロジ
ーによってアノニミティという原理が侵害されることや、テク
ノロジーが使えないと助かるすべがなくなってしまうこと（わ
たしたちはみな、メンバーになるために要求されることは一つ
だけだとわかっているが、それはテクノロジーに精通している
ということではない）など、テクノロジーについて不安なこと
は山ほどあります。なかでも、テクノロジーはわたしたちひと
りひとりの命を救ってきたあの言葉にできない人とのつながり
をダメにしているというのが、不安の最たるものでしょう。た
しかに、ミーティングの終わりに仲間たちと交わす愛情のこも
ったハグが、そっけないスクリーンの上にちらつく文章にとっ
て代わるとか、あるいは安全と受容からなるわたしたちのかけ
がえない場所が、オンライン空間特有の混乱や荒しまわりの
場になってしまうとか、考えるだけでゾッとします。また、
『ベーシックテキスト』にはオンラインによる回復が何編か
（たとえば「Just Say Yes」など）が語られていますが、そ
れでもインターネットによるつながりが人とのつながりに取
って代わることに対して、多くのアディクトが警戒心を抱い
ているのです。
　また、ほかにも、オンラインのミーティングは若者向けだと
か、本物の回復はオンラインではもたらされないとか、いろん
な仮説や憶測が耳に入ります。そこで、オンラインによるミー
ティングがNAメンバーの人生でどのような役割を果たしている
のか知りたいと思い、調査してみたのです。ボランティアによ
る少人数のチームをつくり、オンラインによる回復で人気のあ
るウェブサイト（提携とみられることを避けるために、名称は
伏せておく）に関する自前のアンケートを配布しました。年齢
も性別も多岐にわたり、16カ国を代表する合計285名の人々
が、それぞれの経験と希望と力をわかちあうために回答して
くれました、このうち、64名が対面式のミーティングだけに
出席、43名がオンラインのミーティングだけに出席、148名
が両方のミーティングに出席となっています。回答者のクリ
ーンタイムは平均して8.5年で、新しいメンバーの方がオンラ
インミーティングを利用しやすいという傾向がみられました。

ただし、オンラインのミーティングに出席した人たち（平均56
歳）の方が、対面式のミーティングに出席した人たち（平均49
歳）よりも平均年齢が高いという意外な結果になっています。
また、オンラインミーティングの出席者は総じて、ミーティン
グに多くの時間を費やしていました。毎月の平均出席数でみる
と、対面式ミーティングのみが15回、オンラインミーティング
のみが19回、両方が27回（ざっと振り分けると両タイプが半
々）です。両方に出席している人たちの大部分が、オンライ
ンのミーティングは対面式のミーティングと同じくらい役立っ
ていると回答しています。さらに、このアンケートでは、オン
ラインミーティングに出席する理由を説明してもらいました。
千差万別な理由のなかでよくみられたのは、交通手段がないこ
と、健康の問題や身体に障害があること、対面式のミーティン
グが開かれる時間帯には仕事があることなどです。
　要するに、クラブハウスや、コーヒーショップや、教会の地
下室でなければ回復しないというのは一方的な主張で、それを
鵜呑みにしないことが大事なのではないでしょうか。現に、オ
ンラインによるミーティングが多くのアディクトに回復をもた
らしているのです。オンラインのミーティングは、回復の道を
踏み出したばかりの人たちや、さまざまな理由で対面式のミー
ティングに出られない人たち、そしてクリーンでいるためには
自分たちの住む地域にあるミーティングだけでは数が足りない
人たちに対して、手を差し伸べる手段になるかもしれません。
言い換えるなら、オンラインのミーティングは、今苦しんでい
てもっと助けが必要な人たちに浸透しつつあるのです。それに
よって「回復を求めるアディクトは、だれもみな、アディクシ
ョンの恐怖によって死ぬことはないのだ」ということが伝わっ
ていくのですから、NAにとっては願ってもない状況でしょう。
　こうした可能性が秘められているのに、オンラインのミーテ
ィングについては語りにくく、どうしても何か裏があるのでは
ないかとみられてしまいます。それは、営利目的でNAとは関係
のないウェブサイトによって運営されているものがいくつもあ
るからでしょう。しかし、そのようなものは、NAのミーティ
ング案内にもNAのホームページにも載っていません。わたし
たちがオンラインミーティングを好機とするのは、あくまで
NAとしてメッセージを運ぶためなのです。では、わたしたち
がNAの原理と伝統からなるNAの構造と保護のなかでオンライ
ンミーティングを利用するのは、いつがよいのでしょうか。今
を逃す手はありません。
ラナ・Y（アメリカ合衆国／ミネソタ）

編集記： ここに表明されているのは著者の意見であって、NA
ワールドサービスまたはNA全体の見解や方針を反映するもの
ではありません。

オンラインや電話によるミーティングを探す
には、以下のサイトにある

国別の検索リストによって、
「ウェブ」または「電話」を選んでください

www.na.org/meetingsearch

あるいは
以下のような一般のアプリを利用するといいでしょう。

Amazon　———　www.tinyurl.com/j3r9nd7
App Store ———　www.tinyurl.com/o74swbr

Google Play ———　www.tinyurl.com/p94vkby

オピニオン
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NAで最も重要な文献
　何年か前のことだ。私はまたカウンセリングを受けることになり、診療所の待合室に
いた。壁の陳列棚にあるチラシやパンフレットに目をやると、NAのミーティングリス
トが束になって置かれていた。一枚引き抜いてみると、7年くらい前のリストだった。
掲載されているミーティングの一部はもう存在してなかったし、ヘルプラインの番号
もすでに使われていないものだった。このようにもう正確とはいえないミーティング
リストが置かれている施設は、はたしてどのぐらいあるのか。誤った情報のせいで迷
惑を被ったアディクトは、一体どのぐらいいるのか。私は不安になった。ミーティン
グリストは、NAの文献でいちばん重要なものだと私は思っている。だからこそ、正し
い情報がきちんとゆきわたるように頒布されなければならないのだ。
　あの待合室で私が経験したことは、正確さの重要性を示すよい例だろう。ミーティ
ングリストは最新のものであればいいというものではない。そこに、ミーティングを
探している人に必要とされる情報が余すことなく加わって、はじめて私たちが提供す
る情報は万全となる。このようなことは、私たちが責任の所在を明確にしてミーティ
ングに関する情報を提供すればできないことではない。たとえば、各地でグループご
とに担当者を決めて（グループのサービス代表が適任かもしれない）、エリアのサー
ビス委員会に正しい情報をきちんと伝えられるようにする。そして、エリアまたはリ
ージョンのサービス委員会でもグループからの情報を定期的に確認するメンバーを決
めておき、そのメンバーがna.org にあるミーティング検索ページにログイン（また
はワールドサービスに電話）して自分たちのミーティングが正しくリストに記載され
ているか確かめるようにする。これに対して、NAWSの方でも、ミーティングの情報
更新や登録の手順を簡略化する方法に関する資料を各地のサービス機関に提供すると
よいだろう。
　また、私たちの情報が正しく伝わるということでは、ミーティングリストの頒布も
重要である。奉仕を任されたしもべたちが何らかの方法で、ミーティングリストの置
かれている場所や補充が必要な時期を把握できるようにするとよい。場合によって
は、ミーティングリストの頒布手順を決めることも可能かもしれない。たとえば、あ
るASCでは地元の病院と交渉して、救急室にミーティングリストを100部置かせても
らい、毎月補充できるようにした。そして、頒布についてもやはり責任者を決めて、
自分たちがリストを置いている場所が頒布先として適しているかどうかを定期的に確
認するのが望ましい。
　伝統９では、私たちは組織化されるべきではないとされているが、それはあくまで
グループとグループの運営に関してのことだ。NAのメンバーであれば、サービス機関
や委員会は組織化されて体系的に活動した方がNA全体のためになると思うのが当然で
ある。サービス機関や委員会は、グループのために活動し、その活動内容をグループ
にきちんと伝える責任があるからだ。私はつね日頃から、ミーティングにやってくる
新しい仲間の数と、各地の電話相談サービスに寄せられる問い合わせの数こそ、NAの
健全さをはかる最良の目安になると考えてきた。そして、このような新しい仲間たち
の多くはミーティングリストによってNAにつながるのだ。印刷されたものであれ、ウ
ェブサイトに掲載されているものであれ、あるいはミーティング検索アプリに盛り込
まれているものであれ、私たちのミーティングリストが役立つかどうかは、私たちが
収集して提供する情報によって決まるのだ。

マーク・S（カナダ／ブリティッシュコロンビア）

　みなさんのミーティングに関する情報の掲載や更新について詳しく知るには、fsteam@na.org に
よってNAワールドサービスにご連絡ください。ASCやRSCは、こちらで表示しているエリアやリー
ジョンの全情報が記載されたスプレッドシートを要求することができます。その際には、シートに記
載されている情報を更新してこちらに送り返すための指示書も同封いたします。定期的（毎月、隔
月、年4回など）に更新されていれば、ミーティングに関する情報の精度を上げることができるので

す。そのために、みんなで協力し合いましょう。

ミーティング・ディレクトリーについて詳しく知るには、以下の文献をご参照ください
『パブリックリレーションズハンドブック』および『ガイド・トゥ・ローカルサービス・イン・NA』

サービスセンター
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知ってた？

贈与の手続きをしておく
ことでNAに貢献する

NAのメッセージがほかの人たちに届くようにするには、私たちの時
間と労力が役立つことはあえていうまでもないでしょう。では、私たち
が献金するお金はどうなのか。やはり希望と回復をもたらすNAのメッセ
ージに触れるアディクトの数をどんどん増やすことに役立っているので
す。私たちはNAの12番目のステップによって、ほかの人たちの手助け
をすればするほど自分のためになることを学びますが、そのような行い
は、ほかのアディクトたちにうまくメッセージが届くように惜しみなく
献金することと何ら変わりはありません。ですから、NAのミーティン
グではバスケットを回してみんなが献金しています。でも、私たちに
はこのおなじみの献金以外にも、財政的に貢献するという方法がある
のです。現に、NAのメンバーやその愛する人たちから、贈与の手続き
をしておくことでNAワールドサービスに貢献できないかという問い合
わせをいただくのは珍しいことではありません。以下に、その回答例
をいくつかご紹介してみましょう。

最もよくある質問は、「金銭（や、ほかの個人資産）をNAに残すこ
とは、適切なのでしょうか」というものです。そもそも、NAは伝統７に
従ってメンバーの献金から資金を得ているのですから、私たちが自分の
死後に寄付したいという意向は、NAの伝統によって制限されたり阻止さ
れたりするものではありません。このため、NAの行動指針に従えば、
死後にNAに資産を残そうとしてもかまわないという答えになります。

メンバーがこのような方法でNAに貢献したいと考える場合には、生
前にいくつか取り決めをすることによって、NAの伝統とNAが許容でき
る範囲から外れないようにしておく必要があります。また、亡くなった
メンバーの家族や友人が、その死を偲んで寄付することを望むことも少
なくありません。しかし、亡くなったメンバーがそのような申し出をす
ると決めていたのかどうかが明らかではなければ、そのような寄付を受
け入れることはNAの伝統に反するのです。ワールドサービスでは毎年、
何件か、このような理由で寄付をお断りしています。

では、金額はどのくらいでしょう。伝統７には、「NAメンバーは
「それぞれに相応な貢献」をすればよい」ということが書かれている
し（『なぜ どのように効果があるのか』、「伝統７」）、ましてNA
の文献には、メンバーによる貢献に関してあれこれとうるさいことは
書かれていません。ですから、ミーティングでバスケットが回ってく
るときと同じく、寄付する額もそれぞれの経済状態にもとづいて決め
ることになるでしょう。現時点では、存命中であろうと、死後であろ
うと、NAメンバーが献金できる額については上限も下限もないという
ことになっています。

経済的に自立することにより、

私たちは互いに

みずからの責任を果たしている

ことが示される。

ひとりひとりの自発的な

貢献によって

私たちはやるべきことが

できる。

その成果は目覚しいもので

あり、NAは、

数える程しかない

グループから、

世界的な集まりに

成長した . . . 
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ここでは、贈与を考えている人たちのために一般的
なガイドライン[指針]となるものをご紹介します。

・NAという集まりに何かを残す心づもりなら、書
面にしておく必要がある。通常は、遺言書を作成す
ることになる。この場合、最も頼りになるのは遺言
の検認者や不動産プランナーである。

・寄付を確実に受け取ってもらえるようにするに
は、遺言書の送り先を以下の住所に指定しておく
必要がある。
「NA World Service, a California nonprofit public 
benefit corporation organized under Section 
501(c)(3), bearing tax identification number 95-
3090596； 19737 Nordhoff Place; Chatsworth, 
California, USA 91311」

・金銭をはじめとする流動財産による寄付は使い
道に困らないため、一般的に最も有用な贈与にな
る。ただし、流動財産以外の遺贈を希望する場合
でも、私たちはNAに最も役立つ方法で対処すべく
最善を尽くす。また、非現金資産で遺贈された場
合には、NAワールドサービスによってしかるべき
方法で現金化されたのち、NA全体の資金に組み入
れられることもある。
　NAワールドサービスでは、贈与されたものをつ
ねに最も必要性の高いところへ献納している。た
だ、世界中のNAで求められることは絶えず変化し
ているので、どのように生かされるかは神のみぞ
知るということになる。もちろん、贈与に込めら
れた意向や熱意は尊重するつもりではあるが、最
終的な使い道はNAワールドサービスによって臨機
応変に決めさせていただくことになる。
　なお、利用が制限されている基金または利用目的
が規定されている基金は、NAの概念11にそぐわな
いので受け取るわけにはいかない。このため、用途
や目的があって蓄えられた資金を寄付していただい
ても、返却することになる。そうならないために
は、贈与主の遺言書がものを言う。NAワールドサ
ービスが臨機応変に使い道を決定することに関し

て、遺言書に理解と同意が明記されていれば、寄
付を受け取ることができる。たとえば、「なんの確
約も得られないことは理解していますが、可能であ
れば、この贈り物を ＿＿＿＿ のために役立ててい
ただければ幸いです」などの一文があればよい。 

上に記したように、贈与を考えるさいには遺言検認
者や不動産プランナーの利用をお勧めします。そうすれ
ば、みなさんは大変な思いをせずに手続きを万全にこな
せるでしょう。

私たちはNAメンバーとして、ひとりひとりがNAの役
に立つことに自分の時間と労力をつぎ込み、財政面でも
それぞれにできる貢献をしています。自分が努力すれば
NAは成長するのだからと、惜しみなく与えるのです。そ
うして与えようとする相手が、自分たちのエリアやリー
ジョンのサービス委員会であろうと、NAワールドサービ
スであろうと、NAで「私たちが投資することに対する見
返り」は値千金のものになります。NA全体で取り組むか
らこそ、NAという集まりには成長の勢いと活気がみら
れるのだし、それがメンバーの回復の拠り所となるので
す。そして「私たちが一歩退いてナルコティクス アノニ
マス全体に目を向ければ、その全貌は息をのむほどみご
となものだ」とわかるでしょう。

NAという集まりのなかでNAの伝統７が働くことにつ
いてさらに詳しく知るには、IP #24『マネーマターズ：
セルフサポート・イン・NA』およびIP #28『ファンディ
ング・NA・サービス』というパンフレットに目を通して
みるといいでしょう。

ここに引用された文章はすべて、特に明記されているものを除き、
『ガイディング・プリンシプルズ：ザ・スピリット・オブ・アウア・ト
ラディションズ』の「伝統７」から抜粋されたものです。

さらに詳しい情報を希望する場合や、
贈与の手続きをしておくことに関して意見

や質問がある場合には、
PlannedGiving@na.org.へご連絡

ください。  

ナルコティクス アノニマスは世界中の国々に広がり、

NAの文献はさまざまな言語で読むことができる。

なぜなら、アディクトたちが惜しみなく与え、

自分を捨てて尽くそうとしようという気になっているからだ。
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Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To enter 
events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax or mail 
your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Canada
Alberta 29 Sep-1 Oct; Canadian Convention 25; Carriage House 
Inn, Calgary; canadianconvention.com
British Columbia 6-8 Oct; Pacific Northwest Convention 40; 
Hyatt Regency, Vancouver; pnwcna40.com
Nova Scotia 25-27 Aug; Serenity by the Sea Cape Breton 
Campout; Cape Breton Bible Camp; www.centralnovaarea.ca/
events.html

Colombia
Bucaramanga 5-7 Aug; Colombia Regional Convention 26; 
Hotel Dann Carlton, Bucaramanga; nacolombia.org

Costa Rica
Heredia 6-8 Oct; Costa Rica Regional Convention 22; Alajuela, 
Ciudad Cariari; http://costaricana.org 

Denmark
Skanderborg 4-6 Aug; Convention & Camp 10; Audonicon, 
Skanderborg; namidtjylland.dk/konvent/index.htm

France
Paris 15-17 Sep; France Regional Convention 20; Couvent des 
Cordeliers, Paris; narcotiquesanonymes.org

Greece
Corinth 3-5 Nov; The Ties That Bind Us: 30 Years NA Greece; 
King Saron Hotel, Corinth; nagreece.gr

Hungary
Velence 11-13 Aug; Hungarian Convention 16; Green School, 
Velence; http://velence-201779.webnode.hu/

Mexico
Baja California 20-22 Oct; Baja Costa Area Convention 25; 
Hotel GAMMA, Tijuana; https://m.facebook.com/convbajacosta/

Portugal
Portimao 22-24 Sep; European Conference & Convention 33; 
Portimao Arena, Portimao; eccna.eu

Puerto Rico
San Juan 11-13 Aug; Convención Unidos Podemos 28; Hotel 
Condado Plaza, San Juan; prna.org

Russia
Moscow 4-6 Aug; Russian Zonal Convention 2; Concert Hall 
Rossiya, Moscow; na-russia.org

Sweden
Stockholm 25-27 Aug; Sweden Regional Convention 30; 
Fryshuset, Stockholm; nasverige.org

Turkey
Mugla 20-22 Oct; Turkey Regional Convention 15; Jiva Beach 
Resort, Mugla; na-turkiye.org

United Kingdom
Glasgow 4-6 Aug; Glasgow & West Coast Area Convention 18; 
GoGlasgow Urban Hotel, Glasgow, Scotland; ukna.org/events

United States
Alabama 3-5 Nov; Greater Birmingham Area Convention 22; 
Holiday Inn Airport, Birmingham; event info: 205.902.4987
California 11-13 Aug; Mountain High Campout; Camp 
Richardson, South Lake Tahoe; sierrasagena.org
2) 25-27 Aug; Eleventh Step Retreat 5; Belden Town Lodge and 
Campground, Belden Town; facebook.com/11thstepretreat
3) 29 Sep-1 Oct; Area Habla Hispana del Sur de California 
Convention 12; DoubleTree Anaheim, Orange; ahhscna.com/
ahhscnawp
Colorado 3-5 Nov; Colorado Regional Convention 31; Crowne 
Plaza Hotel & Convention Center DIA, Denver; nacolorado.org/
crcna
Connecticut 25-27 Aug; Spiritual Weekend 29; Enders Island, 
Mystic; ctna.org
Florida 1-4 Sep; South Florida Regional Convention 23; 
Charlotte County Event & Conference Center, Punta Gorda; 
sfrcna.com
2) 27-29 Oct; Treasure Coast Area Convention 9; Marriott Resort 
Hutchinson Island, Stuart; treasurecoastareana.com
Georgia 3-6 Aug; Midtown Atlanta Area Convention 26; Renaissance 
Concourse Atlanta Airport, Atlanta; midtownatlantana.com
2) 27-29 Oct; Serenity in the South 2; Hotel Tybee, Tybee Island; 
grscna.com
Hawaii 26-29 Oct; Hawaii Regional Convention 25; Aqua Kauai 
Beach Resort, Lihue; na-hawaii.org
Illinois 10-12 Nov; Greater Illinois Regional Convention 21;  
Pere Marquette, Peoria; centralillinoisna.org
Indiana 25-27 Aug; End of Summer Celebration 22; Camp 
Redwing, Muncie; naindiana.org
2) 15-17 Sep; Central Indiana Area Convention 14; Rodeway Inn 
North Conference Center, Indianapolis; naindiana.org
Maryland 15-17 Sep; River of Hope Unity Retreat 11; Lions 
Camp Merrick, Nanjemoy; cprna.org/event
Massachusetts 20-22 Oct; Berkshire County Area Convention 
8; Jiminy Peak Mountain Resort, Hancock; www.berkshirena.org
Michigan 11-13 Aug; R&R at the Fort; Camp Fort Hill, Sturgis; 
michigan-na.org/southwest-michigan-area
Mississippi 4-6 Aug; We Do Recover Group (Delta Area, MS 
Region) NA1997 Platinum Celebration; Holiday Inn Memphis-
Downtown, Memphis; nagroupna@yahoo.com
2) 6-8 Oct; Mississippi Regional Convention 34; Holiday Inn 
Express, Vicksburg; mrscna.net
Missouri 4-6 Aug; InTents Campout 2; Indian Creek Group 
Campground, Monroe City; stlna.org
2) 27-29 Oct; Saint Louis Area Convention 9; Sheraton Westport 
Chalet, Saint Louis; stlna.org
Montana 29 Sep-1 Oct; Montana Regional Convention 7; Big 
Horn Resort, Billings; namontana.com
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Nebraska 27-29 Oct; Nebraska Regional Convention 34; Lincoln 
Marriott Cornhusker, Lincoln; nebraskana.org
Nevada 13-15 Oct; Region 51 Convention-The Spirit of Love 7; 
Orleans Hotel Casino, Las Vegas; region51na.org
New Jersey 4-7 Aug; New Jersey Regional Convention 32; Westin 
Princeton Forrestal Village, Princeton; www.njrcna.com
New York 18-20 Aug; Suffolk Area Convention 14; Melville 
Marriott, Melville; sasnaconvention.org
North Carolina 25-27 Aug; Bound for Freedom 28; Sheraton 
Charlotte, Charlotte; charlotte-na.org
2) 1-3 Sep; Spectrum of Hope Convention 3; Sheraton 
Greensboro Four Seasons, Greensboro; event info: 336.327.2356
Pennsylvania 4-6 Aug; Kittanning Free Campout; Crooked Creek 
Lake, Ford City; event info: 724.954.6277
South Carolina 25-27 Aug; Welcome Home 22; Holiday Inn 
Airport, West Columbia; midcarolinana.org
South Dakota 5-13 Aug; Sheridan Lake Campout; Squirrel 
Group Campsite, near Hill City; sdrna.com
2) 15-17 Sep; South Dakota Region of NA; Super 8, Sturgis; 
sdrna.com
Tennessee 4-6 Aug; NA1997 Platinum Celebration; Holiday 
Inn Memphis-Downtown, Memphis; event info: nagroupna@
yahoo.com
2) 18-20 Aug; Middle Tennessee Area Unity Convention 14; 
Millennium Maxwell House Hotel, Nashville; nanashville.org

Texas 1-3 Sep; Sponsorship Is the Heartbeat of NA Group 
Anniversary 24; Holiday Inn, Austin; event info: 512.784.5551
2) 3-5 Nov; Best Little Regional Convention 29; Pearl on the 
Concho, San Angelo; blrna.org
Vermont 17-20 Aug; Back to Basics 33; Wallingford Boys Camp, 
Wallingford; gmana.org
Virginia 4-6 Aug; Almost Heaven Area Convention 31; 4-H 
Center, Front Royal; na2day.tripod.com
2) 8-9 Sep; First Rappahannock Area Convention; Hospitality 
House Hotel, Fredericksburg; rappahannockareaofna.com
3) 14-17 Sep; Marion Survivor’s Group September Campout; 
Hungry Mother Lutheran Retreat Center, Marion; mfisher71@
hotmail.com
Washington 18-20 Aug; Summer Sizzlers; Red Lion Hotel-
Richland Hanford House, Richland; 3citiesna.org
2) 15-17 Sep; Power Women’s Retreat; Camp Lutherwood, 
Bellingham; nwwana.org
3) 3-4 Nov; Washington/N Idaho Regional Service Learning Days; 
Saint Paul’s Episcopal Church, Walla Walla; wnirna.org
Wisconsin 20-22 Oct; Wisconsin State Convention 34; 
Best Western Premier Hotel & Convention Center, Oshkosh;  
wsnac.info
Wyoming 18-20 Aug; Campout under the Stars 28; Stillwater 
Campground, Evanston; livingproofgroupofna.org

あの不思議な力はここに
今も

　1989年にフロリダのオーランドで開催されたWCNA 19のテーマは、「不思議な力が、ここにある」でした。そ
れは、2014年になって私たちがオーランドに戻ってもやはり実感できると信じているので、WCNA 37のテーマは
「あの不思議な力は、今もここに」としました。
　WCNA 37は、2017年の9月には登録の受付開始となることを目指しています。早期登録によって、企画準備が
滞りなく進むでしょう。フロリダは、コンベンションの開催前後に漫遊するには理想的なところのようですから、
いろんなオプションツアーを提供できるように検討しています。オーランド・コンベンションセンター周辺にはさ
まざまな価格で泊まれるホテルがたくさんあるので、徒歩で通うのも苦にはなりません。このため今回は、特別な
配慮を必要とする人たち以外には、バスによる送迎の用意はありません。
　つい最近、私たちが参加した「フロリダシンポジウム」によって、フロリダのNAメンバーたちは世界中の仲間を
喜んで迎えようと心待ちにしていることがよくわかりました。WCNA 37はすばらしいコンベンションになるでしょ
う。詳しい情報がわかり次第にお知らせしますので、どうぞお楽しみに！

日程を押さえておこう
2018年8月30日〜9月2日　———　アメリカ合衆国フロリダ州オーランド
WCNA 37に関する最新情報は、www.na.org/subscribe で定期的に更新されています。

WCNA 37:
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Twelve Traditions Bookmarks 
(Set of 12)

Attractively packaged set of 12 bookmarks with each 
Tradition debossed on one side and striking artwork 

inspired by Guiding Principles: The Spirit of Our Traditions 
on the other side. Bookmarks are individually shrink-

wrapped for easy giving to your sponsor/sponsees and 
other recovering friends.

Item No. 9406    Price US $12.00/11.00 €

Coming late July
Line-numbered 

Basic Text 
Narcotics Anonymous

Item No. 1101LN    Price US $11.55/10.00 €

Group Starter Kit (GSK) 
Now includes the Seventh Tradition Box  

at NO additional cost
to make the GSK more complete for new  

groups/meetings. GSK contains one of each Group 
Treasurer’s Workbook, The Group Booklet, 7th Tradition Box; 

two White Booklets, 18 informational pamphlets (IPs),  
5 service pamphlets (SPs).

Item No. 9020 
Price US $6.75/5.85 €

It Works Audio CD (MP3)
Due to special needs demand, It Works 

audio CD is now available at reduced price. 
Compatible only with  
MP3 player/reader.   

Item No. 8821    Price US $9.00/7.90 €

 Bengali (Bangladesh)
IP #1: 

 
Item No. BN3101    Price US $0.24/0.21 €

Danish
Just for Today

Revised to the Sixth Edition  
Basic Text

Bare for I dag
Item No. DK1112    Price US $9.00/7.90 €

NAWS Product Update

Nepali
IP #6: 

Item No. NE3106    Price US $0.24/0.21 €

Irish (Gaelic)
 Item No. GA4100 – 4108    Price US $8.50/7.50 €

http://www.na.org/subscribe


Coming Soon
Danish

The NA Step Working Guides 
NA’ Vejledninger i trinarbejde

Item No. DK1400    Price US $8.50/7.50 €

Portuguese 
Sixth Edition Basic Text

Narcóticos Anónimos
Item No. PO1101    Price US $11.55/10.00 €

Kannada
IP #16: 

Item No. KN3116    Price US $0.24/0.21 €

Spanish
NA & Persons Receiving  

Medication-Assisted Treatment 
NA y las personas en 

tratamiento asistido con 
medicación

Item No. SP2306    Price US $0.30/0.27 €

New eLit
Just added to our eBooks collection.  

Available on Amazon, Google Play, & iTunes.*

Italian Basic Text 
Narcotici Anonimi

Spanish Basic Text 
Narcóticos Anónimos

Amazon: http://tinyurl.com/o4thtm9
Google Play: http://tinyurl.com/ogsc7qo

iTunes: http://tinyurl.com/nzax9d8

* This does not constitute endorsement of  
or affiliation with these vendors. 

Russian
White Booklet

revised to include local members personal stories 
Белой Брошюры

Item No. RU1500    Price US $0.75/0.82 €

IP #13: Юным зависимым 
от юных зависимых

Item No. RU3113    Price US $0.31/0.26 €

IP #26: Доступность собраний 
для зависимых …
Item No. RU3126    Price US $0.24/0.21 €

IP #27: Для родителей или опекунов …
Item No. RU3127    Price US $0.24/0.21 €

To Be Discontinued

Sponsorship Gift Edition 
Item No. 1131    Price US $20.90/18.50 €

Living Clean Mug 
Item No. 9417    Price US $16.50/14.40 €

Spanish
Concordance Line-numbered Basic Text

Narcóticos Anónimos
Item No. SP1102LN    Price US $11.55/10.00 €

http://tinyurl.com/o4thtm9
http://tinyurl.com/ogsc7qo
http://tinyurl.com/nzax9d8

